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 【開会＝午前 09 時 59 分】 

 

 議会改革特別委員会を開会いたします。本日の協議事項

は「令和６年度の協議事項について」であります。 

令和７年３月定例会における中間報告に向け、まず、現

在行っております令和６年度の協議事項について整理した

いと思います。お手元に「議会改革における検討事項につ

いて」まとめた資料をお配りさせて頂いております。資料

においては、令和６年度における協議事項とその結果をま

とめてあります。表のなかでは結果を「協議済」「協議中」

の区分とし、その検討内容を記載してあります。ご意見な

どありましたらご発言願います。 

 

このとおりでいいかと思います。 

 

「協議済」に関して、この表のとおりでよろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

この表について、議会改革の取り組みとして公開しては

どうかと考えます。まず、この案をもって全議員に説明し、

了承が得られれば公開したいと思いますが、皆さんのご意

見をお伺いしたいと思います。 

 

この後の手順について、この委員会で了承が得られて、

全員協議会に諮った後はどのように公開するんですか。 

 

全員協議会で委員長から報告し、議場で委員長から中間

報告、その後、市のホームページに掲載という流れになり

ます。 

 

ホームページに掲載する場合はこの表を掲載する形にな

りますか。 

 

 そうなります。 

 

では、この協議を踏まえ作成した案をもって、全議員へ

説明したいと思いますので、よろしくお願いします。 

次に議会改革特別委員会中間報告について、全議員に報

告の後、本会議で行いたいと考えます。本日の協議も踏ま

えた修正を含め、報告については、委員長に一任願えます
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でしょうか。 

 

（異議なし） 

 

では、そのように進めさせて頂きます。 

続きましてその他についてですが、オンライン委員会の

開催を試験的に行うことについて、委員会条例等の改正を

踏まえ、オンライン委員会運営要綱の改正も必要となり、

お手元に配付してあります要綱（案）のとおり定めたいと

思いますが、この案についてご意見等ございますか。なお、

要綱の改正については改正事項が多く、新旧対照表が複雑

となるため、全部改正としてあります。 

 

運用の質問になるんですが、第６条第２項で、「オンライ

ン出席委員等について、映像又は音声の送受信ができなく

なった場合は、委員長は休憩を宣告し、復旧を待って会議

を再開することを基本とする」とあります。 

 場所によって電波の良し悪しがあると思うんですが、こ

の場合その都度休憩を挟むんでしょうか。議事進行の関係

で、一人の電波の関係で休憩が頻発することになりかねな

いのかなと思いまして。委員長が適宜判断されるならいい

んですが、運用的にどうなのかなという思いはあります。 

  

以前の要綱においては送受信ができなくなったら退席と

みなしていましたが、せっかく出席の意向を持って委員会

に参加しているので、機械の事情で一時的に繋がらなくな

ったら出席ではなくなる扱いを和らげて、一旦休憩して、

復活すればそのまま続けられる運用に変わっています。頻

発するのであれば、安定するまでしばらく休憩、場合によ

っては委員会自体を中止する方法もあると思います。 

 

この要綱はどういうときを想定されていますか。 

  

以前は大規模災害やコロナ禍のようなときを想定してい

ましたが、オンラインで委員会開催できるものに出産、病

気、介護の場合もその委員がオンラインで参加できる形に

条例が改正されましたので、そういったケースを想定して

います。 

 

普段の委員会は出席方式でやることが基本であって、緊

急時にオンラインで開催することを想定している要綱案と
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理解してよろしいですか。 

 

 そうなります。 

 

 

運営要綱は問題ないと思いますけど、コロナ禍のときを

振り返ると、例えば Zoom 会議も、家にあるパソコンではで

きないから、車の中でスマホでやってる人もいたんですよ。 

 この委員会で一部委員がオンライン開催するとき、この

部屋にモニター持ってきてやるのは大変だけど、スマホで

相手されたらこちらは困るわけですよね。私も羽島市民病

院に入院中、オンラインで議会を見てたことがあるんだけ

ど、個室だったらできるけど、４人部屋だったらできない

ことであって。 

ハード、ソフト、通信環境とか、いろんな諸条件がない

のに参加してもらったら周りに迷惑がかかるので、そこは

モラルを持っていないと、要綱を作ってもちくはぐになる

のではないかなと。そこは順次整えていけばいいとは思い

ますが、心配には思います。 

 

心配事として受け止めさせて頂いて、都度要綱の改正に

反映させていけるといいと思います。 

 

川柳委員が言われたように病気で出られない場合、普通

は欠席ですが、オンラインでも出席できるということでい

いんですね、こういう要綱があるからオンラインで出席し

なさいということではなく。 

 

 そうです。 

 

 

要綱とは別で、傍聴はオンラインでもできるんですか。 

 

基本的に委員会の開催は、委員長と副委員長はこの部屋

に来て頂くのが原則ですので、オンラインであろうがなか

ろうが傍聴者はこの部屋に来て、画面を見る形になります。

オンラインでの傍聴は想定はしてないです。 

 

委員のご意見を聞かせて頂きましたが、このような改正

案で進めていきます。 

次に、具体的にオンライン委員会の試行にあたり、どの
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ような会議システム使用するのか、試行の開催方法や開催

時期について、何かご意見等ございますか。 

 

Zoom、LINE、LINEWorks、Teams など、色々な会議システ

ムがありますが、事務局でも何がいいのか検討中です。 

通信のこともありまして、ご自宅に Wi-Fi 環境がない場

合はスマホで LINEWorks でやるのか、そうすると通信料金

がかかるケースもあると。 

事務局でも決まっていないので、皆さんのご意見を伺い

ながら詰めていきたいと考えています。 

 

あくまで試行ととらえていますが、そういった通信料金

の話が出てくるのであれば、会派室や議会図書室など、庁

舎内の分かれた場所で、貸与されているタブレットを使用

してやってみると。 

使用する web 会議のアプリは検討する必要があると思い

ますが、庁舎内であれば問題にもすぐ対応できると思うの

で、試行ということで一度この形でやってみて、問題点を

洗い出したうえで、実際の運用に向けての課題を見つけて

いったほうがいいと思います。 

 

 貴重なご意見ありがとうございます。何があるか分から

ないですし、あくまで試行なので、そういったやり方もあ

ると思います。事務局も最適なやり方を模索しているとこ

ろですし、この形で試行できるといいと思います。 

 他にご意見ございますか。 

 

（意見なし） 

 

 色々な web 会議システムにはおそらくメリット、デメリ

ットがあると思うので、河﨑委員のご提案されたやり方で

一つ一つ検討していくと。ただ、通信の部分は今後の課題

ということで。 

 

色々な方法があると思いますが、委員がある程度分かっ

ていないと他の議員に説明できないと思いますので、そう

いったところを含めて試行できればいいと思います。 

時期についてですが、早いほうがいいと思っております

けれども、皆様どうでしょうか。 

 

トライアルであれば早い段階でやったほうが。課題を検
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討するに当たっても問題点の抽出は早いほうがいいと思う

ので、次回の委員会で一度試してみるのもいいと思います。 

 

 トライアルはこの委員会でやりますか。 

 

委員会でやってからのほうがいいような気がします。 

 

トライアルであれば少人数でやったほうが。大人数にな

ってしまうと問題点の抽出もやりづらいところもあると思

うので、まず少人数でやってみて、それで課題を確認した

うえで全議員に展開したほうがいいと思います。 

 

分かりました。 

 

では、そのように行って頂きたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

議長、何かございますか。 

 

（発言なし） 

 

副議長、何かありますか。 

 

（発言なし） 

 

それでは本日の協議事項は以上となります。 

次回の開催日程を調整したいと思います。年度末を迎え

ますが、残る協議事項について進めたいと思います。２月

14 日の午後１時 30 分でよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

これで本日の議会改革特別委員会を終了いたします。ご

苦労さまでした。 

 

【閉会＝午前 10 時 30 分】 

 

 


